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八
幡
浜
が
伊
予
の
大
阪
と
呼
ば
れ
海
上
交
易
が
盛
ん
な
時

代
、
小
泉
家
は
目
前
に
海
が
広
が
る
粟
野
浦
に
て
、
長
崎
を
往

来
す
る
海
運
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
19
年
、
４
代
目
文

治
氏
が
酒
造
業
を
創
業
。
６
代
目
文
治
氏
は
明
治
39
年
、
20
歳

代
半
ば
で
現
住
所
の
庄
屋
跡
へ
移
転
、
拡
張
し
ま
す
。
莫
大
な

借
金
を
懸
命
に
酒
造
り
で
返
済
し
た
話
を
子
供
時
代
に
祖
母
か

ら
聞
い
た
８
代
目
の
現
代
表
・
勝
嗣
さ
ん
。「
う
ち
は
仕
事
を

し
な
い
で
賄
え
る
家
で
は
な
い
」
と
、
働
く
大
切
さ
を
説
い
た

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
い
ま
す
。

　

昭
和
36
年
に
誕
生
し
た
銘
柄
「
鯉
の
勢
」
は
中
国
の
伝
説
に

あ
る
、
生
命
力
の
強
い
鯉
が
滝
登
り
を
す
る
よ
う
な
勢
い
を
も

つ
酒
を
表
し
て
い
ま
す
。
昭
和
43
年
、
25
歳
で
代
表
と
な
り
も

う
す
ぐ
半
世
紀
の
勝
嗣
さ
ん
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
地
元

産
。
経
験
豊
か
で
気
心
の
通
じ
た
伊
方
杜
氏
と
忌き

憚た
ん

の
な
い
意

見
を
交
わ
し
つ
つ
、「
米
の
質
の
良
さ
が
良
い
酒
に
つ
な
が
る
」

と
酒
造
り
に
適
し
た
米
・
松
山
三
井
を
55
％
に
精
白
、
愛
媛
県

の
開
発
酵
母
Ｅ
Ｋ

−

１
を
使
っ
て
低
温
発
酵
。
両
者
の
関
係
の

よ
う
な
、
い
い
塩あ

ん

梅ば
い

の
吟
醸
酒
が
完
成
し
ま
す
。
開
封
一
番
、

果
実
の
よ
う
な
ふ
く
よ
か
な
香
り
。「
お
い
し
か
っ
た
」。
た
だ
、

こ
の
一
言
が
聞
き
た
い
が
為
の
酒
造
り
で
す
。
販
売
も
ま
た
地

元
を
中
心
に
、道
の
駅
・
八
幡
浜
み
な
っ
と
、県
内
の
ス
ー
パ
ー
・

フ
ジ
と
イ
オ
ン
店
な
ど
に
並
ん
で
い
ま
す
。

小泉酒造株式会社
代表銘柄	 鯉

こい

の勢
せ

創　　業	 1886年（明治19年）
代 表 者	 代表取締役社長　小泉　勝嗣
住　　所	 八幡浜市広瀬２-4-10
T E L	 0894-22-0170

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

〜
鯉
の
勢
〜
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▼�
「
レ
ン
ガ
の
煙
突
が
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
小
泉
酒
造
と
、
小
泉
勝
嗣
社
長
。

古
蔵
と
米
蔵
は
明
治
期
の
庄
屋
・
野
田
家
当
時
か
ら
の
も
の

▲�（右）「鯉の勢　吟醸　生　原酒」　アルコール度数の
高い通好みの酒

　（左）「鯉の勢　上撰」求めやすく、愛される酒



今月の表紙
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愛媛の酒蔵めぐり⑬～小泉酒造㈱

●2　 　〈特集〉住まいのことなら基本は安心「ＪＡホーム」へ！

	 基本は安心!! 「ＪＡホーム」は、
	 安心・快適な住まいをお届けします。

●6 グループ会社常勤役員人事異動／事務所移転のお知らせ

●7 統計BOX

●8 ふるさと  ESSAY  VOL.255

葛藤と戦いの中で
 塩崎　剛さん

●10　　 TOPIC NEWS

●14　　 なんでもBOX

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉スイカ

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　田舎のおばあちゃんちに里帰り。浴衣
で出かけた夜市から帰って、ひと休み。
留守番をしていたおばあちゃんがキンキ
ンに冷えた梅ジュース、氷水に浮かべた
トマトを出してくれます。星明りの下、
花火を楽しみ、夜風に風鈴の音も涼やか
です。天の川では織姫と彦星がロマン
チックな出会いをしているかな？

●表紙：花火
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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資
産
管
理
（
土
地
の
有
効
活
用
）
の
相
談
・

提
案
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
（
１
）
耐
震
性
・
耐
久
性
に
優
れ
た

　
　
　
「
Ａ
ｇ
ｅ
（
エ
イ
ジ
）」

　

伝
統
の
木
造
軸
組
工
法
と
独
自
の
パ
ネ

ル
工
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、
床
は
公
庫
基

準
の
３
倍
以
上
、
壁
は
壁
倍
率
２
・
５
倍

し
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
世
代
を
超
え

た
住
宅
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
個
性
化
に
幅

広
く
応
え
る
た
め
、「
Ａ
ｇ
ｅ（
エ
イ
ジ
）」、

「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」
な
ど
企
画
型
オ
リ

ジ
ナ
ル
住
宅
を
は
じ
め
、
一
般
注
文
住
宅

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

設
計
プ
ラ
ン
か
ら
資
金
計
画
ま
で
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
す
べ
て
責
任
を
持
っ
て
住

ま
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
と
と
も

に
、「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
は
リ
フ
ォ
ー
ム
、

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
は
、「
基
本
は
安
心
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
相
談
か
ら
設

計
・
施
工
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
の

一
貫
体
制
と
長
年
の
経
験
・
実
績
に
基
づ

き
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
潤
い
と
安
ら
ぎ
の

あ
る
理
想
の
住
ま
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い

　
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
は
、“
家
づ
く
り
は
家
族
の
だ
ん
ら
ん
の
場
”
と
考
え
、「
基
本
は
安
心
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
企

画
型
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
「
Ａ
ｇ
ｅ
（
エ
イ
ジ
）」（
耐
震
性
・
耐
久
性
に
優
れ
た
住
宅
）
と
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」（
ロ
ー
コ
ス

ト
住
宅
）
を
は
じ
め
、
一
般
注
文
木
造
住
宅
ま
で
、
優
れ
た
技
術
力
と
一
貫
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
、
し
っ
か
り
と
し
た
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
で
理
想
の
住
ま
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
資
産
管
理
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
の
事
業
紹
介
と
と
も
に
、
６
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。企

画
型
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

理
想
の
住
ま
い
づ
く
り
の

お
手
伝
い

特

集

◆特集：住まいのことなら基本は安心「ＪＡホーム」へ！

基
本
は
安
心
!!
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
は
、

安
心
・
快
適
な
住
ま
い
を
お
届
け
し
ま
す
。
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の
強
度
と
い
う
最
高
レ
ベ
ル
の
耐
震
性
と

抜
群
の
快
適
性
を
実
現
。
耐
震
性
・
耐
久

性
に
優
れ
た
高
性
能
住
宅
で
す
。

　
（
２
）
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力

　
　
　
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」

　

生
活
重
視
の
設
計
、
環
境
と
調
和
す
る

外
観
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
充
実
仕
上
げ
な

ど
、
安
心
と
快
適
に
隅
々
ま
で
配
慮
し
て

い
ま
す
。ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族
構
成
、

予
算
な
ど
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
、
①
経
済

性
重
視
の
「
シ
ン
プ
ル
タ
イ
プ
」、
②
設

備
を
充
実
し
た
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ

プ
」、
③
健
康
に
配
慮
し
た
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
タ
イ
プ
」、
④
外
観
設
備
と
も
さ
ら
に

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
「
ハ
イ
グ
レ
ー
ド

タ
イ
プ
」
な
ど
、
自
由
に
選
べ
る
多
彩
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
高
品
質
＆
ロ
ー
コ
ス

ト
が
魅
力
の
住
ま
い
で
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
で
は
、
素
材
の
良
さ

を
活
か
し
た
「
本
格
木
造
住
宅
」
の
ほ
か
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
（
積
水
ハ
ウ
ス
・
大
和

ハ
ウ
ス
）
と
の
連
携
に
よ
り
多
彩
な
デ
ザ

イ
ン
＆
フ
ォ
ル
ム
の
外
観
、
自
由
な
間
取

り
な
ど
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
住
ま
い
づ

く
り
を
実
現
す
る
「
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
」
等

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
新
築
対
応

〈エイジ〉最高レベルの耐震性を実現。
伝統の木造軸組工法に独自のパネル工法を組み合わせた安心の住まい。

ライフスタイルや予算に合わせ、
あなたのご家族にぴったりの住まいを
自由にお選びいただけます。

〈イーズマインド〉多彩なバリエーションが魅力の住まい。

耐　震　性
高精度パネル工法による頑丈な構造

経　済　性
プレカット木材とパネルによる作業コスト削減

省エネルギー
緻密なパネルで高い断熱効果

快　適　性
外壁通気工法で結露やカビ・ダニの発生を低減

バリアフリー工法

長寿社会に対応した健康でやさしい住宅
耐　久　性

ベタ基礎・外壁通気工法・キソパッキン工法を採用し、
躯体の耐久性を図った住宅

高　品　質

低価格ながらも、高品質で部材にこだわった企画住宅
快　適　性

室内仕様は、ナチュラルな素材を活かした質感と温もり
を感じさせる住まい

頑丈な構造
エイジの木造システムは
●床：公庫基準の３倍以上
●壁：壁倍率2.5倍の強度
その上で丈夫な軸組壁工法と強固なベタ基礎に
よって地震にも強い頑丈な構造を実現しました。

高 性 能 住 宅
［ エ イ ジ ］

オリ ジ ナ ル 住 宅
　イーズ　
　マインド　［ 　 　 　 ］
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と
リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
部
分
リ
フ
ォ
ー
ム
”

ま
で
、
高
い
技
術
力
を
誇
る
「
新
築
そ
っ

く
り
さ
ん
」
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
築
そ
っ
く
り
さ
ん
は
、
床
下
診
断
や

耐
震
診
断
、
屋
根
診
断
、
総
合
診
断
な
ど

に
よ
る
安
心
の
「
耐
震
補
強
」
と
厳
格
な

「
検
査
体
制
」
が
特
徴
で
す
。

　

現
在
、
今
の
家
を
建
て
替
え
る
こ
と
な

く
、
家
全
体
の
耐
震
性
を
高
め
よ
り
快
適

な
住
ま
い
の
実
現
に
向
け
て
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
耐
震
面
で
は
、
建
築
基
準
法
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
た
昭
和
56
年
以
前
に
建
て

ら
れ
、
新
基
準
に
適
応
し
て
い
な
い
可
能

性
の
あ
る
家
、
凸
凹
が
多
く
複
雑
な
形
状

の
家
や
窓
が
多
い
家
は
強
度
が
弱
ま
る
な

ど
注
意
が
必
要
で
す
。
耐
震
診
断
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
の
住

宅
担
当
窓
口
ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
施

設
住
宅
課
（
☎
０
８
９

−

９
０
９

−

９
４
６

６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
が
進
む
中
で
、
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
も
12
月

30
日
ま
で
、「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
省
エ

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
高
齢
者
対

応
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
地
震
に
備
え
て

の
耐
震
化
、、
オ
ー
ル
電
化
を
は
じ
め
と

す
る
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
、
水
廻
り
リ

フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
診
断
・
耐
震
リ
フ
ォ
ー

ム
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
、
白
蟻
防
除
な
ど
、

既
存
の
住
ま
い
の
改
築
・
改
装
を
希
望
す

る
方
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
心
を
寄
せ
る
人

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
は
、
そ
の
よ
う
な
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
キ
ャ
ッ
チ

し
て
、
優
れ
た
設
計
や
き
め
細
か
な
提
案

で
、
愛
着
の
あ
る
我
が
家
を
も
っ
と
素
敵

に
、
も
っ
と
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

現
地
調
査
か
ら
設
計
・
施
工
管
理
ま
で
一

貫
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
お
馴
染

み
の
「
新
築
そ
っ
く
り
さ
ん
」
を
展
開
す

る
住
友
不
動
産
と
新
た
に
基
本
契
約
を
締

結
し
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
・
県
内
Ｊ
Ａ
で

も
「
新
築
そ
っ
く
り
さ
ん
」
の
取
扱
い
を

開
始
し
ま
し
た
。
木
造
住
宅
の
“
ま
る
ご

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅

エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

新
築
そ
っ
く
り
さ
ん
と
提
携
し

よ
り
快
適
な
住
ま
い
の
実
現
を

お
手
伝
い

特

集
◆特集：住まいのことなら基本は安心「ＪＡホーム」へ！
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ネ
住
宅
で
エ
コ
ラ
イ
フ
。」
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
、「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル

企
画
型
住
宅
エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
企
画
型
オ

リ
ジ
ナ
ル
住
宅
「
Ａ
ｇ
ｅ
（
エ
イ
ジ
）」

ま
た
は
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」
を
ご
成
約

い
た
だ
い
た
方
に
、
光
熱
費
が
お
得
で
地

球
環
境
に
も
や
さ
し
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
シ
ス
テ
ム「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
４
６
０
ℓ
」

ま
た
は
「
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
給

湯
器
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
オ
ー
ル
電
化
を
お
選
び
の
方
は

「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
付
シ
ス
テ

ム
キ
ッ
チ
ン
」
標
準
仕
様
を
、
ガ
ス
を
お

選
び
の
方
は
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
機
能
付
ハ

イ
パ
ー
ガ
ラ
ス
コ
ー
ト
ガ
ス
コ
ン
ロ
付
シ

ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
を
標
準
仕
様
。
オ
プ

シ
ョ
ン
工
事
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
も
装
備
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
で
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ポ
ス
タ
ー
、
広
報
誌
、
住
宅
相
談
会
や
Ｊ

Ａ
ま
つ
り
、
電
化
シ
ョ
ー
等
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

【
特
典
条
件
】

①�　

年
内
契
約
物
件
で
、
施
工
坪
30
坪
以

上
で
現
地
見
学
会
が
で
き
る
場
所
。

②�　

県
内
で
建
築
す
る
こ
と
の
で
き
る
物

件
、
も
し
く
は
土
地
を
取
得
予
定
で
あ

る
こ
と
。

③�　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
住
宅
取
扱
要
領

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

④�　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
契
約
で
、

原
則
と
し
て
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に

着
工
で
き
る
物
件
。

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
も
展
開
中

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
で
は
、
同
時
に
、「
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
」
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
住
ま
い
の
中
で
傷
み
や
す
い
バ
ス
・

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
外
壁
や

屋
根
の
塗
装
な
ど
、
住
ま
い
の
お
悩
み
を

解
決
し
な
が
ら
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
最
適

な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
お
手
ご
ろ
価
格
で

快
適
な
く
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

　

マ
イ
ホ
ー
ム
は
人
生
で
最
大
の
買
い
物

で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
返
済
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
で
の
ゆ
と
り

あ
る
生
活
を
手
に
入
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
子
ど
も

の
成
長
に
よ
る
教
育
費
の
変
化
や
定
年
退

職
な
ど
）
を
考
え
な
が
ら
始
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
に
合
っ
た

住
宅
及
び
資
金
計
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

新
築
・
増
改
築
な
ど
住
ま
い
に
関
す
る

相
談
（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ

の
住
宅
担
当
窓
口
、
ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
施
設
農
住
課
（
℡
０
８
９

−

９
０
９

−

９
４
６
６
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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事務所移転のお知らせ

施設農住課・一級建築士事務所
　生活部施設農住課と一級建築士事務所は、５月30日より生活センター１階に事務室を移動しました。
住所および電話・FAX番号が変わりましたのでご確認ください。

本所燃料部四国石油事業所
　本所燃料部四国石油事業所は、６月13日より、ＪＡ愛媛５階南側に事務所を移転しました。なお、
電話・FAX番号は従来どおりとなっています。

　ＪＡ全農えひめのグループ会社７社は、６月20日から６月21日にかけて株主総会・取締役会を
開き、新役員体制を決めました。
　トップ人事では、ＪＡえひめ物流㈱で代表取締役社長に清水宇造常務が昇格しました。
　常勤役員の異動は下記のとおりです。

ＪＡえひめ物流㈱（６月20日付）
◆代表取締役社長（常務取締役）	 清水宇造
◆常務取締役（営業企画担当部長）	 白石啓司
【退任】髙橋　勉（代表取締役社長）

㈱ひめライス（６月20日付）
▽常務取締役（本部長兼事業部長）武田　司
【退任】河野哲也（常務取締役）

㈱えひめ飲料（６月20日付）
◆常務取締役（営業本部長）	 山本卓治
◆常勤監査役（特命本部長）	 岡本慎也
【退任】藤田敬二（常勤監査役）

※	ＪＡ全農えひめグループ各社の28年度
役員体制（非常勤含む一覧表）につい
ては、９月号で掲載予定です。

グループ会社　常勤役員の人事異動について

◆施設農住課

　〈住　所〉〒791−2192　伊予郡砥部町拾町165
　〈連絡先〉電話：089−909−9460　　Fax：089−909−9459
◆一級建築士事務所

　〈住　所〉〒791−2192　伊予郡砥部町拾町165
　〈連絡先〉電話：089−909−9450　　Fax：089−909−9449

◆本所燃料部四国石油事業所

　〈住　所〉〒790−8555　松山市南堀端町２番地３
　〈連絡先〉電話：089−948−5433　　Fax：089−948−5443
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7

か
ん
は
リ
ン
ゴ
と
と
も
に
国
産
く

だ
も
の
の
東
西
横
綱
。
愛
媛
県
の

果
樹
作
は
農
業
産
出
額
１
、１
８
６
億
円

の
４
割
を
占
め
、
そ
の
主
力
は
み
か
ん
で

す
。
今
月
は
栽
培
面
積
、
収
穫
量
と
も
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
み
か
ん
に
つ
い
て
見

て
み
ま
す
。

　

平
成
27
年
産
み
か
ん
の
全
国
の
収
穫
量

は
77
万
７
、８
０
０
ｔ
（
前
年
比
89
％
）、

結
果
樹
面
積
は
４
万
２
、２
０
０
ha
（
同

98
％
）
で
、愛
媛
県
は
12
万
６
０
０
ｔ
（
同

94
％
）、
６
、０
０
０
ha
（
同
98
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
27
年
は
表
年
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
は
着
果
数
が
少
な

く
、
秋
以
降
の
高
温
・
多
雨
の
影
響
で
腐

敗
果
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
収
穫
量

は
前
の
表
年
で
あ
る
平
成
25
年
産
に
比
べ

和
50
年
前
後
に
は
一
人
１
年
当
た
り
25
㎏

前
後
で
し
た
が
、
平
成
26
年
に
は
５
・
６

㎏
と
、
40
年
間
で
お
よ
そ
５
分
の
１
に
減

少
し
て
い
ま
す
（
農
林
水
産
省
食
料
需
給

表
）。
総
務
省
が
発
表
し
て
い
る
家
計
調

査
で
は
、平
成
17
年
の
１
世
帯
当
た
り
（
総

世
帯
、
全
国
）
の
み
か
ん
（
生
鮮
）
へ
の

支
出
金
額
は
４
、１
４
９
円
、
平
成
27
年

に
は
３
、７
７
４
円
と
、
こ
の
10
年
間
で

９
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
10

年
の
生
鮮
果
物
へ
の
支
出
額
も
平
成
17
年

の
３
万
２
、２
０
９
円
か
ら
平
成
27
年
に

は
３
万
８
５
３
円
と
総
じ
て
減
少
気
味
で

す
。
気
に
な
る
輸
入
果
物
で
も
、
バ
ナ
ナ

は
20
％
あ
ま
り
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
（
48
％
減
）
や
、
オ
レ

ン
ジ
（
10
％
減
）
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
は
、
県
庁
所
在
地
の
消

費
支
出
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
県
都
松
山
市
の
１
世
帯
当
た
り
の

み
か
ん
へ
の
支
出
額
は
平
成
27
年
、
６
、

３
１
０
円
と
全
国
平
均
（
３
、７
７
４
円
）

の
１・７
倍
、
和
歌
山
市
（
５
、８
４
１
円
）

や
、静
岡
市
（
５
、９
３
３
円
）
を
お
さ
え
、

全
国
一
の
支
出
額
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
ま
た
、
そ
の
他
柑
橘
へ
の
支
出
額
も

高
知
市
の
４
、１
８
１
円
に
次
い
で
第
２

位
（
３
、８
５
８
円
）
と
、
柑
橘
王
国
愛

媛
の
消
費
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
強
力
な

サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局　

統
計
チ
ー
ム

11
万
８
、１
０
０
ｔ
、
13
％
減
少
し
、
愛

媛
県
で
も
１
万
７
、２
０
０
ｔ
、
12
％
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
の
柑
橘
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
積

極
的
に
対
応
し
た
新
品
種
が
導
入
さ
れ
る

一
方
、
生
産
技
術
と
品
質
に
裏
打
ち
さ
れ

た
み
か
ん
も
高
い
市
場
評
価
を
得
て
、
27

年
産
愛
媛
み
か
ん
の
全
国
シ
ェ
ア
は
15
・

５
％
。
和
歌
山
に
次
い
で
全
国
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　　

一
方
で
、
み
か
ん
の
消
費
動
向
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
み
か
ん
消
費
仕
向
け
量
は
昭

愛媛県の27年産みかん収穫量と27年みかん消費量
－ 農水省「平成27年産みかんの結果樹面積、収穫量及び出荷量」、総務省「家計調査」の結果から －

27
年
産
み
か
ん
収
穫
量

愛
媛
県
は
全
国
２
位

愛
媛
の
消
費
者
は

日
本
一
の
サ
ポ
ー
タ
ー

消
費
嗜
好
の
変
化
か
、

家
計
支
出
は
減
少
傾
向

み図１ 平成27年産みかん収穫量（全国）

和歌山

愛媛

静岡熊本

平成27年産
みかん収穫量

777,800t
（100％）

21％

16％

13％10％

長崎
７％

その他
34％

注：割合は四捨五入の関係で合計と内訳の計が一致しない。

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（円）

松山市トレンド

全国トレンド

松山市

全国

図２ みかんへの支出金額（総務省家計調査）
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ま
だ
幼
か
っ
た
３
歳
の
頃
、
近
所
に
10
歳

ほ
ど
年
上
の
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と
い
う
男
の
子
が

い
ま
し
た
。
ケ
ン
ち
ゃ
ん
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と
彼

の
後
を
慕
っ
て
ま
わ
り
、
母
が
抱
い
て
も
泣

き
や
ま
な
い
私
を
彼
が
抱
き
上
げ
る
と
泣
き

や
ん
だ
と
か
、
ど
れ
だ
け
ケ
ン
ち
ゃ
ん
を
好

き
だ
っ
た
か
と
い
う
多
く
の
逸
話
を
母
は
話

し
て
く
れ
ま
す
。

　

小
学
校
に
あ
が
る
前
に
彼
が
い
な
く
な
り

ま
し
た
。

「
い
つ
帰
っ
て
く
る
？
」

　

彼
の
お
母
さ
ん
に
聞
け
ば
、「
し
ば
ら
く

帰
ら
な
い
」。

　

就
職
で
大
阪
に
行
っ
た
よ
う
で
す
。
突
然

い
な
く
な
っ
た
不
安
や
シ
ョ
ッ
ク
、
心
の
動

揺
か
ら
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
家
族

と
は
し
ゃ
べ
れ
て
も
、
他
の
人
と
は
し
ゃ
べ

れ
ま
せ
ん
。
病
院
の
先
生
は
自
閉
症
の
よ
う

な
症
状
だ
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
状
態
で
入
っ
た
小
学
校
。
全
然
し
ゃ

べ
れ
ず
、
い
じ
め
の
対
象
と
な
り
、
ま
す
ま

す
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
な
ぜ
か
休

ま
ず
通
っ
た
中
学
校
。
そ
し
て
高
校
。
中
学

時
代
の
い
じ
め
が
尾
を
引
き
、
引
き
こ
も
り

の
状
態
に
な
り
、
唯
一
の
楽
し
み
は
家
で
の

切
り
絵
、
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

20
歳
を
過
ぎ
て
、
知
人
の
紹
介
で
就
職
し

ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
あ
ま
り
し
ゃ
べ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
友
達
も
で
き
、
良
か
っ
た

な
ぁ
～
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
左
目
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
弱
視
で

す
。
28
歳
。
収
入
を
増
や
そ
う
と
転
職
し
た

会
社
は
、
深
夜
勤
を
含
む
12
時
間
交
代
制
の

予
想
以
上
に
目
を
酷
使
す
る
業
務
で
し
た
。

上
司
に
訴
え
て
み
ま
し
た
が
聞
き
入
れ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
し
ん
ど
く
て
、
頭
痛
、
腹
痛
、

吐
き
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
或
る
帰
宅

時
に
一
瞬
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し

た
。
診
察
結
果
は
緑
内
障
、
体
の
不
調
も
病

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
病
を
承
知
で
雇
っ
て
く
れ
た
職

場
で
は
和
気
あ
い
あ
い
と
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、今
度
は
飛
蚊
症
を
発
症
。

目
薬
の
副
作
用
で
し
た
。
目
の
前
を
黒
い
浮

遊
物
が
飛
び
交
い
、
目
を
そ
ら
せ
ば
一
緒
に

動
き
、
気
持
ち
が
悪
く
な
り
ま
す
。
治
ら
な

い
と
言
わ
れ
、
こ
う
な
っ
た
ら
今
の
状
態
に

慣
れ
る
し
か
な
い
と
、
白
い
も
の
を
な
る
べ

く
見
な
い
よ
う
に
、
考
え
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

葛
藤
と
闘
い
の
中
で

SIOZAKI　TUYOSHI塩崎 剛
はさみ切り絵作家。その作風は、ハサミのみで心に描いたモノ
を下絵なしでひと繋ぎに切る「はさみの一筆切り」。一枚の紙
に命を吹き込むが如きハサミ使い、芸術性に富む作品群をして
「心の紙切り」とも称される。切り抜いた部分に背後から色和
紙を重ね合わせて立体感や遠近感を出す手法で力強い存在感を
放つ、世界に一点のみ作品となる。
昭和34年９月４日、西条市出身・在住。切り絵の原点は、小学
校低学年で巨人の王貞治選手の一本足打法を切り、周囲が驚い
たことから。平成15年西条市郵便局本局にて初個展開催。以後、
東予地方を中心に展示会や切り絵教室などを開催している。愛
媛民芸館会員、俳句美術館（ネット内）会員。
７月２日（土）～28日（木）西条市立郷土博物館にて「歴史小説
天正の陣のさしえ（はさみ切り）展」、７月５日（火）～19日（火）
大町会館にて作品展を開催。
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▲中学時代にテレビで噺家が切る様を
見、同様に切った表情豊かな切り絵。
感心したお母さんが額入りで大切に
飾っている

　

元
気
な
頃
に
は
切
り
絵
を
少
し
ず
つ
増
や

し
老
後
の
楽
し
み
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
失
明
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ

れ
、
今
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
作
っ
て
お
き
た

い
と
思
い
立
ち
、
本
格
的
に
制
作
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。

　

最
後
の
会
社
を
退
職
し
て
か
ら
後
、
人
と

の
出
会
い
を
通
じ
て
切
り
絵
作
家
と
し
て
動

き
出
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取
り
上
げ
て

も
ら
う
よ
う
に
な
る
中
で
、
切
り
絵
よ
り
も

目
の
病
気
に
焦
点
が
当
た
る
紹
介
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
な
ぜ
？　

違
和
感
を
覚
え
て
い

ま
し
た
。

　

未
知
数
だ
っ
た
自
分
の
本
当
の
実
力
を
知

り
た
い
！　

平
成
17
年
、
審
査
の
あ
る
秋
の

県
展
に
初
出
品
し
入
選
、
認
め
ら
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
出
品
し
、

入
選
以
上
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
暮
れ
、
電
柱
が
ゆ
が
み
、
途

中
で
折
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
加
齢

黄
斑
変
性
と
い
う
新
た
な
病
名
を
下
さ
れ
ま

す
。
も
っ
と
ひ
ど
く
な
ら
な
い
と
手
術
も
で

き
な
い
と
。
手
元
だ
け
は
き
れ
い
に
見
え
ま

す
が
、
電
柱
な
ど
は
気
持
ち
が
悪
く
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ル
テ
イ
ン
と
い
う
栄

養
素
の
不
足
が
要
因
の
一
つ
と
知
り
、
独
自

に
ル
テ
イ
ン
が
多
く
配
合
さ
れ
て
い
る
薬
を

取
り
寄
せ
、
飲
み
続
け
て
い
ま
す
。
ワ
ラ
に

も
す
が
る
思
い
で
。
毎
朝
、
目
が
覚
め
て
は

駄
目
だ
な
ー
と
言
い
続
け
て
４
カ
月
を
迎
え

た
或
る
朝
、電
柱
が
ま
っ
す
ぐ
に
見
え
ま
す
。

　

治
っ
て
い
る
！　

そ
の
奇
跡
、
そ
の
安
堵

感
、
そ
の
喜
び
を
ど
う
表
現
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
私
の
目
の
神
経
は
90
歳
近
い
そ

う
で
す
。
長
く
切
り
絵
を
作
り
続
け
て
い
る

と
目
が
嫌
が
り
ま
す
。私
の
で
き
る
範
囲
で
、

で
き
る
ペ
ー
ス
で
、
と
思
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

▲切り絵が飾られた玄関にて

▲

蝶
の
標
本
?!

　
と
思
え
ば
、蝶
は
全
部
切
り
絵
。

羽
の
柄
は
切
り
抜
き
、裏
か
ら
色
和
紙
を
貼
る
。

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
時
代
の
作
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●第49回全農乾椎茸品評会

成髙王洋さんが５年連続農林水産大臣賞受賞！
～愛媛県から６人が入賞しました。～

　ＪＡ全農主催の第49回全農乾椎茸品評会が、
６月８日～９日埼玉県久喜市で開かれ、愛媛県
関係では大葉中肉の部で成髙王洋さん（ＪＡ愛
媛たいき）が５年連続の農林水産大臣賞を受賞
したほか、６人が入賞。団体の部でＪＡ全農え
ひめが準優勝しました。
　今回は全国22県から361点、うち愛媛県から
は42点が出品され、審査の結果、各賞が決まり
ました。愛媛県の入賞者は次の皆さん（敬称略・
カッコ内はＪＡ名）。
▽農林水産大臣賞＝〈大葉中肉の部〉成髙王洋

（愛媛たいき）▽林野庁長官賞〈大葉中肉の部〉

＝ 高 橋 茂 行
（ ひ が し う
わ）、〈大葉厚
肉の部〉大塚
幸男（同）、〈中
葉厚肉の部〉
河内逡一（愛
媛たいき）▽
全 農 会 長 賞

〈大葉厚肉の
部〉久保勝利（同）▽日本きのこセンター理事
長賞＝〈大葉厚肉の部〉大和田孝（ひがしうわ）

▲�５年連続農林水産大臣賞を受賞した成髙
さん出品の乾椎茸

●第42回椎茸品評会表彰式・椎茸同志会第44回総会

成髙王洋さんが８年連続最優秀賞受賞！
　愛媛県椎茸同志会主催の第42回乾椎茸品評会
表彰式が、５月27日大洲市のＪＡ愛媛たいき本
所で開かれ、成髙王洋さん（ＪＡ愛媛たいき）
が８年連続で最優秀賞（全農会長賞）を受賞し
ました。
　今回は、１月から３月に収穫された春子の中
から42点が出品され、同志会役員・きのこセン
ター・ＪＡ全農えひめの審査員４人が規格の揃
いや色・光沢、形状、乾燥具合などを審査し、
入賞13点が決まりました。
　最優秀賞の成髙さんは、「昨年よりもとれた
量が多く、色・品質が良い。より美味しいもの
ができた。全国大会では５年連続農林水産大臣
賞を狙いたい」と意気込んでいました。
　当日は、愛媛県椎茸同志会の第44回総会が開
かれ、増産・技術の向上や「愛媛椎茸」の消費
宣伝活動を通じて国際競争に勝てる生産基盤の
構築と担い手の確保の取り組みなどを柱とする
平成28年度の事業計画を決めました。また、「持
続可能な農業・農村の実現に向けた特別決議」
を全会一致で採択しました。
　全農市場の安全・安心対策への取り組みに加
え、ＪＡ全農えひめ扱いの乾椎茸は品質面でも
高く評価されていることから、27年産の平均㎏
単価（全農えひめ扱い）は、国産入札平均単価
を276円上回る5,136円（前年比166％）。風評で
縮小していた売場も広がりつつあり、消費も特
売を中心に動きが出てきたことに加え、不作で

持越し在庫が減少し
た結果、価格は原発
事故以前の市況にＶ
字回復しました。
　成髙王洋会長は

「価格は今年産も同
様の傾向が続くとみ
ている。数量は昨年
よりはやや多いが、
平年並みまでは回復
していない。計画的
な植菌増と反収アッ
プによる増産ととも
に、消費者に愛媛の
原木シイタケの美味
しさを直接アピール
する地道な活動で消費拡大につなげよう」と呼
びかけました。
　品評会の主な入賞者は次の皆さん（敬称略・
カッコ内はＪＡ名）。
▽優秀賞＝大塚幸男（ひがしうわ）、河内逡一

（愛媛たいき）▽１等賞＝久保勝利（同）、和気
重臣（同）、高橋茂行（ひがしうわ）▽２等賞
＝岡中勝彦（ひがしうわ）、羽柴忠幸（愛媛た
いき）、中村重清（ひがしうわ）▽３等賞＝武
田秋重（同）、姫地利光（愛媛たいき）▽努力
賞＝井上久男（同）、水野道春（ひがしうわ）

▲�８年連続で最優秀賞に輝いた成
髙王洋さん
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　ＪＡ愛媛養豚経営者協議会は、６月１日、松
山市のＪＡ愛媛で第37回総会を開き、松田智会
長（ＪＡ愛媛たいき・新任）以下の新役員体制
と平成28年度事業計画を決めました。また、

「TPP交渉に関する特別決議」を採択しました。
　松田新会長は、「これから国際化の中で食の
安全が問われてくる。持続的に再生産可能な養
豚生産基盤を構築するために全力を挙げたい。
そのためにはまず人づくりが重要だ。経営者だ
けでなく、会社の従業員や農家へは後継者など
を対象に階層別セミナーを新たに開催すること
にしており、積極的な参加をお願いしたい」と
就任にあたりあいさつしました。
　28年度は、疾病の発生を防止するため防疫管
理の徹底や全農クリニック事業等を活用した個
別衛生対策の実施、経営者のスキル向上や担当
者の生産技術向上を効果的に進めるための階層
別セミナーの開催、「ふれ愛・媛ポーク」の品
質向上・信頼確保・差別化を図るため農場
HACCP等への取り組み、消費宣伝活動・生産
情報の発信などに取り組みます。

　総会に先立ち、優秀会員として日野出畜産㈲
（ＪＡにしうわ）を表彰しました。
　会長を除く新役員は次の通りです。
▽副会長＝森田恭章（おちいまばり・再任）、
酒井栄一（えひめ南・新任）▽監事＝竹内日出
男（にしうわ・新任）、三船正良（新居浜市・
新任）

▲�あいさつする松田新会長

●ＪＡ愛媛養豚経営者協議会第37回総会

新会長に松田智さん（ＪＡ愛媛たいき）を選任！

●愛媛県くり研究同志会平成28年度総会

量と質の確保を最重点に取り組む
　愛媛県くり研究同志会（2,037人）は、６月
６日、ＪＡ愛媛たいき本所で、平成28年度通常
総会を開き、28年度事業計画と「持続可能な農
業・農村の実現に向けた特別決議」を採択しま
した。
　開催にあたり、大野奉孝会長が「愛媛のくり
は風味が良く、和菓子屋からの引き合いが多い。
出荷量が計画を下回る状況が続いており、質と
量の確保を最重点課題にがんばろう」とあいさ
つしました。
　28年度計画では、プロ意識を持った栽培農家
の育成により消費者ニーズに応える安全・安心
な高品質果実生産に努め、農家所得の向上と競
争力のある産地づくりをめざします。重点方針
として、①特選・銘柄等のブランド商品の生産・
販売体制の強化、②消費者ニーズに沿った安全・
安心なくり栽培、③各種研修会の充実による高
品質果実生産、④消費地と産地の的確な情報交
換と行政・ＪＡと一体となりくり産地の維持発
展に取り組むことを確認しました。
　総会後は、ＪＡえひめ南鬼北営農センターの

小川豊明さんが「鬼北地域のくりの現状と対策
について」と題し、管内で取り組んでいる省力
栽培技術やくりせん定請負班の活動について講
演しました。
　なお、27年産栗のＪＡ全農えひめ扱いの販売
実績は、数量293ｔ（前年比73％・計画比74
％）、㎏単価838円（同120％）でした。
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●平成28年度第1回愛媛県TAC管理者会議

TAC活動の充実に向けTAC管理者が出席
　ＪＡ全農えひめ営農振興課は、TAC活動の
充実・ステップアップに向けて、５月27日、松
山市のえひめ共済会館で「平成28年度第１回愛
媛県TAC管理者会議」を開きました。
　TACは、地域農業の担い手に出向くＪＡ担
当者の愛称。「とことん会ってコミュニケーショ
ン」を合言葉に、県内では12ＪＡで活動中です。
　研修会には10ＪＡの管理者など約20人が参
加。ＪＡ全農本所が情勢報告、TAC活動のあ
るべき姿やＪＡグループの総合力発揮に向け、
管理者としての役割や取り組みポイント、業務
サイクルなどを説明したほか、ＪＡ全農えひめ
の「生販マッチング・担い手支援対策要領」や
研修計画を説明し、積極的な取り組みを呼びか
けました。また各ＪＡの活動体制や活動状況、

今年度の取り組みのポイントなど情報共有と意
見交換を行いました。

●平成28年度第１回営農指導員・TAC現地圃場研修会

加工業務用玉ねぎの拡大に向け、新農機の実演や取組状況を視察
　ＪＡ全農えひめ営農振興課は、６月６日ＪＡ
西条で、営農指導員とTACの生産面に関する
情報共有を目的に、平成28年度第１回営農指導
員・TAC現地圃場研修会を開催しました。
　今回の研修会では、10ＪＡから24人が参加し、
加工業務用野菜として注目されている玉ねぎの
生産・販売情勢やＪＡ西条管内の業務用玉ねぎ
産地化の取り組みを研修したほか、メーカーの
協力により圃場で薬剤散布用マルチローターと
玉ねぎの収穫機の実演の様子を視察しました。
　ドローン型の防除作業機のマルチローター
は、軽量・コンパクトな本体で無人ヘリ同様の
少量散布が可能。無人ヘリで対応できなかった
ような中山間地域の防除省力化に期待されてい
ます。
　玉ねぎ収穫機は、従来の機械化収穫体系は掘
取機（土から掘上げるのみ）と拾上機（掘り上
げたものを小さなコンテナに拾い上げるのみ）
が大多数の中で、堀取りと拾上げ（フレコンへ
収納）を同時に行うもの。機械による畑からの
搬出を行うことで従来の重労働を解消し、１反
当たり20～30分で作業ができるため、規模拡大
に向けて新たな収穫体系を提案するための機械
として注目されています。
　参加者は、「中山間地域では防除以外の指導
面でも活用できるのではないか。汎用性があり
そう」「作業的にはスピーディーで省力化につ

ながると思う。集荷場の処理能力やＪＡごとの
体系もあるので、上手に使えれば…」と話して
いました。

▲�玉ねぎ収穫機の実演

▲�飛行を終えたマルチローターに興味津々の参加者
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●㈱えひめ飲料

POMアシタノカラダみかんジュースがサミット会場で
日本を代表する機能性表示食品として展示される
　㈱えひめ飲料の「POMアシタノカラダみか
んジュース」が、５月26日と27日三重県で開催
された伊勢志摩サミットの国際メディアセン
ターで、日本の代表的な機能性表示食品として
展示紹介されました。
　同商品が展示されたのは、サミット期間中、
三重県伊勢市の国際メディアセンターに設置さ
れた日本の代表的な機能性表示食品を展示する
ブースです。
　今回の伊勢志摩サミットでは、「The Spirit 
Of 和・伝統と革新」をコンセプトに広報展示
が実施され、外務省と農林水産省が日本の施策
の理解促進の一つとして、機能性表示食品の展
示ブースを設置。国内を代表する商品10品の中
に、ＪＡグループでは唯一㈱えひめ飲料の同商
品が採用されました。27日には、展示とともに
同社社員による試飲プレゼンも実施し、国内外
のメディアにアピールしました。
　メディアからは、「機能性表示食品を選択す
る時には信頼できる製造元であるかが重要」と
の声もある中、ほとんどの方から、「ポンジュー

スのえひめ飲料」ということが認知されていて、
多くの方から「安心して飲める」という意見
をいただきました。同社では、「今回の展示は、
日本を代表する機能性表示食品として、商品性
を高く評価された結果。今後の拡販につなげて
いきたい」と話しています。
　なお、イベントの詳細は農研機構HPでも公
開されています。

●ファーマーズマーケット「いよっこら」

熊本地震被災地支援チャリティバザーの
売上金14万934円を日赤愛媛県支部に贈呈
　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマー
ケット「いよっこら」運営協力会の栗原和裕会
長が、６月１日、松山市の日本赤十字社愛媛県
支部を訪ね、熊本地震被災地支援チャリティバ
ザーの売上金全額の14万934円を高木健次事務
局長に手渡しました。
　高木事務局長が「真心のこもった義援金をい
ただきありがとうございます。さっそく被災地
に届けて役立てたい」と義援金を受け取りまし
た。
　栗原会長は、「会員とお客様の思いのこもっ
た義援金なので被災者の支援にしっかりと役立
ててほしい」と話していました。
　バザーは、５月21日と22日の２日間、「いよっ
こら」と出荷会員で組織する運営協力会（会員
約600人）が、「被災地の皆さんのために自分た
ちにできることをやろう」と会員に出品を呼び

かけ、「いよっこら11周年感謝祭」にあわせて
実施。店頭に特設コーナーを設け、会員が持ち
寄った野菜やかんきつなどの農産物、加工品を
販売しました。

▲�栗原会長（右）から義援金を受け取る高木事務局長（左）

▲�㈱えひめ飲料社員（左）がPR
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●第22回　愛媛県JA-SSチェーン大会

お客様から支持される店づくりに取り組む！
　愛媛県JA-SSチェーン本部（メンバー36SS）
は、６月７日松山市のホテルJALシティ松山で
第22回大会を開きました。
　大会には、ＪＡの役員や部課長。SS所長・
担当者など46人が参加。平成28年度の活動計画
を決め、大会決議を採択しました。
　28年度計画では、修正マスタープランに基づ
く拠点整備を進めるとともに、老朽化対応と地
域ライフライン網の強化に取り組みます。ま
た、安全・安心・快適なサービスの提供やお客
様満足度の高いSSづくりに向けて、チェーン
活動等JA-SSブランド戦略の展開による競争力
強化、教育指導強化による人材育成などに取り
組むことを確認しました。
　なお、優秀SSや従業員表彰も行われました。
受賞者は次のとおりです（敬称略・カッコ内は
SS名）。
【総合表彰】㈱ＪＡ東宇和サービス野村中央
SS、ＪＡ愛媛たいきサンライズ56SS、【揮発油
部門】ＪＡにしうわ三瓶SS、㈱ＪＡ東宇和サー
ビスJASS-PORT宇和SS【新規客数拡大部門】
ＪＡにしうわ大平SS、ＪＡえひめ中央伊予セ

ルフSS【油外収益部門表彰】ＪＡ愛媛たいき
川下SS、㈱ＪＡ東宇和サービス城川中央SS【SS
従業員表彰】▽SS所長=池田史彬（ＪＡ愛媛た
いき川下SS）▽SS従業員=藤本泰輔（ＪＡえ
ひめ中央中山SS）、宮岡靖（ＪＡ愛媛たいき長
浜セルフSS）、大家良文（ＪＡにしうわJASS-
PORTにしうわSS）、小玉泰之（ＪＡ東宇和サー
ビス城川中央SS）、塚野敦史（ＪＡえひめ南
JASS-PORT愛南SS）

●えひめの食販売推進統括本部

「愛のくにえひめ営業本部」と連携し販売拡大を
　ＪＡ全農えひめは、「えひめの食」商品の販路
開拓を推進するため、グループ会社を含めた部門
間連携・横断による推進体制「えひめの食販売
推進統括本部」（営業統括監＝関岡光昭副本部長）
を設置し、愛媛県「愛のくにえひめ営業本部」（八十
島一幸営業本部長）との連携強化により、えひめ
ブランドのイメージアップや販売促進等に取り組
んでいます。
　５月25日、松山市のＪＡ愛媛で両本部のメン
バーが集まり、連携強化にむけて事業連携会議
を開催しました。
　ＪＡ全農えひめの小越愼介県本部長は、「中村
知事を先頭に台湾をはじめ海外の拠点づくりも
進んでいる。今後も一緒になって、マーケットイ
ンに基づく生産から販売のビジネスモデル・パッ
ケージを積極的に進め、農家所得の増大につな
げていきたい」とあいさつ。県の八十島本部長は、
「営業本部も５年目を迎え組織の体制も強化して
いる。平成30年に100億円の成約目標を掲げてお
り、農家所得向上につなげるためにＪＡ全農えひ
めと連携強化していきたい」とあいさつしました。

　会議では、両本部の取り組み状況や目標・課
題を報告し、「事業連携」をテーマに事業別の現
状と今後の連携について意見交換しました。今
後、愛媛産農畜産物の販売拡大と農家の経営安
定という共通の目的に向けて、両本部ではこれま
で以上に連携を強化することを確認し、事業別
検討会や全体会議、事務局会議を開催しながら、
目標額等を設定し進捗状況の確認や具体策の検
討・調整を進めていくことにしています。
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●９月30日まで道後温泉の旅館５館で実施中

「道後温泉で伊予の“旬”を食す。」キャンペーン！
　「ふれ愛・媛ポーク」伊予牛「絹の味」・松山
長なすやアスパラガス・椎茸など愛媛県産農畜
産物の消費拡大と道後温泉の宿泊客・観光客の
拡大をめざし、ＪＡグループの㈱農協観光愛媛
支店は、ＪＡ全農えひめと道後温泉の旅館の協
力を得て７月１日㈮から９月30日㈮まで、「道
後温泉で伊予の“旬”を食す。」キャンペーン
を実施しています。
　このキャンペーンは、愛媛を代表する観光ス
ポット＝道後温泉で、全国各地から訪問する利
用者に、各旅館が“愛媛の旬”をテーマに県産
農畜産物・水産物を使ってオリジナル料理を提
供し、食の面からも愛媛を満喫してもらおうと
いう企画です。平成24年度から実施しており、
今回で５回目。昨年までは伊予牛『絹の味』に絞っ
た料理を提供していましたが、食材を愛媛の旬
の農畜産物・水産物に広げて実施しています。
　ご利用は２名様以上で、ランチが１人3,780円
～7,020円。夕食は4,860円～7,020円（いずれも
税込）という旅館ごとに設定した料金プランか
ら、予算等に応じてお好みの旅館を選ぶことが
できます（要予約）。各旅館では、全国生産量の
９割を占める愛媛県産の伊予柑を使ったゼリー
や蕨餅などのデザートを提供します。もちろん、
旅館内では入浴も楽しめます。なお、飲み物代・
宿泊費及び入湯税150円が別途必要です。

　詳しくは、㈱農協観光愛媛支店まで。
■参画旅館（５館）
ホテル葛城、花ゆづき、ホテル椿館本館、道
後グランドホテル、道後プリンスホテル
■問い合わせ・予約申し込み
㈱農協観光愛媛支店（℡089-948-5381）

●えひめスイーツコンテスト2016

愛媛産農産物を使ったスイーツを募集中～８月22日まで
　愛媛の豊かな自然が育んだ、柑橘をはじめと
する果物、野菜、穀物、乳製品などの県産農産
物を使った新たなスイーツを公募・審査・発表
する「えひめスイーツコンテスト2016」（主催：
えひめ愛フード推進機構・愛媛新聞グループ、
共催：ＪＡ全農えひめ）が、今年も開催されます。
　愛媛県産農産物を原材料に使用し、その特長
を生かしたオリジナルレシピが対象。プロ部門
では柑橘を含む２種類以上の県産農産物を使用
した「生菓子」と「ギフト菓子」を募集するほ
か、プロ以外の一般部門では、「生菓子」の部
と「ギフト菓子」の部で、「えひめの魅力が詰まっ
たおもてなしスイーツ」を募集。入賞者には表
彰盾と副賞が贈られます。
　また、平成29年９月に開催される「愛顔つな
ぐえひめ国体・えひめ大会」に全国各地から選
手・関係者等が参加することから、愛媛に来ら
れた方へのおもてなしスイーツを受賞作品から
商品化することも計画されています。
　応募期間は８月22日まで。詳細はえひめスイー
ツプロジェクトホームページをご覧ください。
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R E A D E R S 通 信

今月の
クイズ編 集 後 記

元
の
野
菜
を
使
っ
て
こ
そ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
今
治
市
・
越
智　

信
子
さ
ん
）

●
「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
の
テ
レ
ビ
＆
ラ
ジ
オ
の
広
報
番

組
で
、
県
内
の
熱
き
生
産
者
の
意
気
込
み
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
県
内
産
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な

が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
内
子
町
・
奥
田　

愛
梨
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
。
八
木
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は

15
年
位
前
。
お
元
気
で
相
変
わ
ら
ず
忙
し
さ
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
様
子
。
う
れ
し
い
で
す
。
八
木
さ
ん
の
展

覧
会
を
見
て
感
激
！　

後
日
友
人
と
再
訪
し
、
陶
芸
・

俳
句
・
俳
画
を
楽
し
み
、趣
味
の
広
さ
に
う
っ
と
り
。と
、

八
木
さ
ん
本
人
が
来
館
さ
れ
て
お
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
四
季
の
ハ
イ
ク
ア
ー
ト
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
勧
め
ら
れ
た
俳
句
は
お
断
り
、
で
も
俳
句
で
自
分

史
は
い
い
な
あ
。

　
「
紅
茶
ジ
ャ
ム
」
を
友
人
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

別
の
友
人
の
手
づ
く
り
「
完
熟
デ
コ
ポ
ン
ジ
ャ
ム
」
を

紅
茶
に
入
れ
て
飲
む
方
法
を
来
客
の
た
び
に
宣
伝
し
ま

し
た
。
愛
媛
の
特
産
品
の
加
工
利
用
等
を
広
め
る
た
め

に
、
ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

（
西
予
市
・
井
上　

智
子
さ
ん
）

●
特
集
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
全
農
ふ
れ
っ
し
ゅ
広
場

オ
ー
プ
ン
」
全
国
初
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
何

事
も
先
に
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
店
舗
が
増
え
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
応
募
し
ま
し
た
。
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
負
け

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
西
条
市
・
青
野　

浩
徳
さ
ん
）

●
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
全
農
ふ
れ
っ
し
ゅ
広
場
オ
ー

プ
ン
」
の
記
事
を
目
に
し
て
、「
え
っ
！
」
と
。
コ
ン

ビ
ニ
と
農
産
物
直
売
所
の
コ
ラ
ボ
が
成
立
す
る
の
？　

新
鮮
さ
を
第
一
に
考
え
る
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
と
24
時

間
営
業
の
、
こ
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
、
継
続
さ
せ

て
い
く
に
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
努
力
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
た
ち
消

費
者
は
便
利
に
な
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
感
謝
の

念
を
持
っ
て
利
用
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
充
実
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

昨
年
愛
知
の
妹
の
家
で
「
い
も
た
き
」
を
し
ま
し
た
。

愛
知
の
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
里
芋
や
そ
の
他
の
野
菜

で
。
同
じ
よ
う
に
作
っ
た
の
で
す
が
、
今
ひ
と
つ
味
が

し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
。
愛
媛
に
帰
り
、
今
治
で
買
っ

た
愛
媛
産
の
野
菜
（
特
に
里
芋
）
で
作
っ
た
「
い
も
た

き
」
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
！　

地
元
の
料
理
は
地

ＪＡ全農えひめプレゼンツ
「知ろう！食べよう！えひめ野菜」
７月31日（日）エミフルMASAKIで開催！

■日時：平成28年７月31日㈰
　　　　イベントは、10：30 ～、13：00 ～、15：00 ～。
■場所：エミフルMASAKI
　　　　フローラルコート　エミスタ前特設コーナー

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農えひめ
野菜花卉課は、出荷最盛期を迎えたきゅうり・トマ
ト・ピーマン・なすなど愛媛産夏秋野菜の消費拡大
をめざし、７月31日、松前町のエミフルMASAKIで、
野菜PRイベント「ＪＡ全農えひめプレゼンツ　知ろ
う！食べよう！えひめ野菜」を開きます。
　FM愛媛等と協力してイベント告知を積極的に行う
ほか、イベントを通じて同店野菜売り場への誘導を
行い販売促進につなげていきます。
　当日は、同店内のFM愛媛サテライトスタジオ「エ
ミスタ」前に特設コーナーを設置。FM愛媛パーソナ
リティーの井坂彰さんとシニア野菜ソムリエの近藤
路子さんが、トークショー形式で野菜にかかわる情
報を発信します。同店のまさきダイニングとコラボ
した「夏野菜カレー」「トマト冷製スープ」「きゅう
りのから揚げ」などのレシピ紹介のほか、会場では
野菜を食べるのが楽しくなる「スムージー用ジュー
サー」やピーラー、スライサーなどの景品が当たる
抽選会も開催します。
　同イベントに連動して、ＪＡ全農えひめは７月29
日から31日までの３日間、同店野菜売り場で、「えひ
め野菜」の試食宣伝活動を行い、旬のえひめ野菜の
販売促進に取り組みます。

イベント告知

５
月
号
の
答
え
は
「
ふ
れ
っ
し
ゅ
広
場
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０

円
分
を
お
送
り
し
ま
す
。

髙
橋
千
代
美
さ
ん
（
西
条
市
）	

後
藤　

亜
紀
さ
ん
（
今
治
市
）

矢
野　

吉
信
さ
ん
（
今
治
市
）	

福
本　

亜
紀
さ
ん
（
松
山
市
）

寺
尾　

智
美
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）	

岡　
　

葉
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

三
木
江
正
治
さ
ん
（
西
予
市
）	

菅　
　

隆
子
さ
ん
（
今
治
市
）

大
西
可
奈
子
さ
ん
（
西
条
市
）	

亀
田　
　

均
さ
ん
（
伊
予
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
28
年
８
月
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
９
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト 「

基
本
は
安
心
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
理
想
的

な
住
ま
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
の
事
業

は
？

「
Ｊ
Ａ
○
○
○
」

★伊勢志摩サミット国際メディア
センターで機能性表示食品展示
に「POMアシタノカラダみかん
ジュース」が採用されたニュース
を紹介しました。国内を代表する
10商品の一つに採用された商品
は、㈱えひめ飲料のネットショッ
プ「POMまじめな宅配便」で限
定販売されています。「えひめみ
かん・いよかんジュース」ともど
もご愛用をお願いします。

　暑さも本番。HPでチェックすると
リジェール松山屋上ビアガーデン
は満席状態が続いています。「焼
き肉の日」イベント（ビアガーデ
ン来場者限定）がある８月29日は、
今のところは「空席あり」…この
機会にぜひご来場ください。

（正直）
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スイカの豚肉巻き

〈作り方〉
①　スイカは棒状に切り、種を取る。
②　豚肉に塩・コショウをふり、①に巻き、小麦
粉をつける。

③　フライパンに油を熱し、弱火でニンニクを炒
め、②の巻き終わりを下にして焼き、転がしな
がら全体を焼いてⒶ〈タレ〉を加え、強火でから
める。

④　器にサニーレタスを敷き、③を盛り、白髪ネ
ギとチャービルを飾る。

〈作り方〉
①　スイカは種を取り、１cm角に切る。
②　トマト、セロリ、タマネギ、ピーマンはみじ
ん切りにする。その後、タマネギは水でさらす。

③　ボウルに①と②を入れ、Ⓐを加えてさっくり
と合わせ、30分ほど置く。

④　鶏肉は塩・コショウをふり、フライパンに油
を熱し、皮から両面を焼き、２cm角に切る。

⑤　レタスは大きめにちぎる。
⑥　ボウルに④と⑤を入れ、③で和える。

スイカのフレッシュドレッシング
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約194kcal

スイカ（皮つき）	 200ｇ
フルーツトマト	 小１個
セロリ	 小１本
タマネギ	 1/4個
ピーマン	 1/2個
　塩	 小さじ１
　レモン汁	 小さじ１
　黒コショウ	 適量
　タバスコ	 少々
鶏モモ肉	 １枚
塩・コショウ	 少々
サラダ油	 大さじ１
レタス	 1/2個

〈作り方〉
①　スイカは種を取り、2/3をすりおろし、1/3
は５㎜角に切る。
②　トマトは湯むきしてすりおろし、①と共にボ
ウルに入れ、塩で味を調え、レモン汁を加える。
③　キュウリは５㎜角に切り、さっと水でさらし、
水気を取る。
④　器に②を盛りつけ、③をのせ、オリーブ油と
黒コショウをふる。

スイカのガスパチョ風
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約49kcal

スイカ（皮つき）	 400ｇ
トマト	 小１個
キュウリ	 1/2本
塩	 小さじ1/2
レモン汁	 小さじ1/2
オリーブ油	 少々
黒コショウ	 少々

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約272kcal
スイカ（皮つき）	 200ｇ
豚バラ肉（スライス）	 200ｇ
塩・コショウ	 少々
小麦粉	 適量
ニンニク（スライス）	 １かけ
サラダ油	 大さじ１
〈タレ〉
　酒	 大さじ２
　ミリン	 大さじ２
　濃口醤油	 大さじ２
　砂糖	 大さじ１
白髪ネギ	 1/2本
サニーレタス	 ２枚
チャービル	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生
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涼を凌ぎ、水分補給で
暑～い夏を乗り切ろう

今月の素材

スイカ
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


